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　本書は、名古屋学芸大学健康・栄養研究所の
第 2代所長として就任されていた足立己幸先生
がこれまで続けてこられた「共食・孤食」に関
する研究の始まりから現在までを振り返り、い
かにしてこの概念が生まれ創りあげられてきた
か、さらに地域から地球規模・宇宙へ広がる提
案が記されている。約50年にもおよぶ「共食・
孤食」研究の歴史と未来への提案である。構成
は、第 1 章・第 2 章で足立先生のご経歴も交え
「共食・孤食」「食生態学」の実践と研究をその成
り立ちからまとめられ、第 3章は国内外に広が
る「共食・孤食」の実践研究、第 4章はコミュニ
ケーションの視点から「共食」を探り、第 5章
は様々な社会的場面での「共食」の展開、第 6
章は未来へ向けた「共食の地球地図」の提案、
となっている。
　この書籍から、食することは尊いことである
こと、共食と孤食のどちらの場合においても、
その食べる場面に至るまでの考えや過程があ
り、さらにとりまく環境と人々が多数関わって
おり、また逆に考えると、食を通じて人との関
わりや環境を変化させることもできる、これら
のことを再確認できる。このことは、本書の中
に示されているいくつかの概念図をみるとよく
わかる。「食べる」や「共食」を中心に多くの
キーワードが配置され、それらの関わりが矢印
で示されている。本書より、その図ができあが
る時の実践研究や事例を基に、概念図の矢印を
自分なりの事例に置き換えてみるとわかりやす
いと思われる。それらの概念図は第 6章の「共
食の地球地図」に繋がっており、この概念図は

大きな枠組みだけが示されており、その枠に共
食実践者らが考えながら「食行動」「食活動」「食
の営み」を踏まえ、自分達の共食様式を考え・創
ることができる。これは、その対象者や集団が
誰であっても活用できる概念図であり、みんな
でこの「共食の地球地図」を創りあげれば、同
じゴールに向かってより良い共食が実現するで
あろう。
　第 5章には、さまざまな場面における共食の
展開事例が示されており、私が共感する箇所が
特に多かった。私がこれまで高齢者施設の管理
栄養士と共同研究を進めていること、また東日
本大震災で被災された地域の復興支援を目標と
した活動に参加してきたこと、さらに健康支援
型配食サービス事業にかかわっていたので、そ
う感じたのだと思われる。特に、その「地域高
齢者を対象にした健康支援型配食サービス事
業」は、市の行政管理栄養士と共同で行なって
おり、食生活改善推進員の方や地元の飲食業者
を巻き込んでその体制づくりを行っている。配
食弁当が食べられず残してしまう参加者を見つ
け、食べられない理由を探り、食べることがで
きるように支援をすすめる持続可能な体制を作
ることが最終目標である。この章の終わりに、
「地域の食の営み」として共食をすすめる時の重
要なこととして、①共食は多様性、多層性、多
重性が極めて高い、②一人ではできず、協力・
協働・連携が必要、③関係者全体で共有できる
道案内や仲間通しの印が必要、④行動や活動の
ゴールが共有されていること、と述べられてい
る。まさにこのすべてが、自身の実践活動で反
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省した点や得られた教訓に当てはまり、共食の
実践は多方面に関連し合っていることを再認識
した。このように、本書で示されている数々の
要点は、それぞれの実践研究の中から考察され
た栄養管理の実践に活かせるポイント・注意点
であり、うまくいかない場合の解決手段を話し
合う議題のヒントにもなるであろう。栄養管理
の実践者（実務者）や研究者だけでなく、「食」
に関わっている施設（幼児施設、学校、介護施
設、高齢者施設、病院、行政、など）の職員と
責任者にも本書を推薦する。
　最後に、本書から「共食」とは何かというこ
とを学ぶのはもちろんであるが、「共食」が時代
や環境の変化、さまざまな出来事に応じてどん
どん広がり、進化しながら最後の提案に繋がっ
ていることを理解してもらいたい。実践と研究
が繰り返されている、すなわち、研究の必要性
を理解してもらいたい。私は実践栄養学研究の
先生方や先輩方から「実践から理論が生まれ、
理論から実践が生まれる。その繰り返し。」と
教えられてきた。まさに、これを本書から実感
した。このことは、本書の参考文献をみるとよ
くわかる。参考文献の数が非常に多いだけでな
く、その研究論文・資料は足立己幸先生または
先生の食生態学研究チームのメンバーが著者で
あり、足立先生の「共食」の実践は科学的根拠
に裏付けされたものであることがわかる。今、
栄養管理・支援を実践している管理栄養士・栄養
士は、本書から実践研究の重要性を理解し、自
らの活動を科学的根拠があるものにすることを
目指していただきたい。
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